
185　　　中国の軍改革と今後の行方

１　
は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
十
一
月
、
習
近
平
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記

（
以
下
、
中
共
中
央
総
書
記
）
は
中
国
共
産
党
第
十
八
期
中
央
委
員

会
第
三
回
全
体
会
議
（
以
下
、
三
中
全
会
）
で
の
報
告
に
お
い
て
軍

改
革
を
公
表
し
た１

。
習
が
同
年
三
月
に
胡
錦
涛
か
ら
中
華
人
民
共
和

国
主
席
及
び
中
華
人
民
共
和
国
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
を
引
き
継
い

だ
わ
ず
か
八
か
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
三
月
に

は
、
国
防
・
軍
隊
改
革
領
導
小
組
を
設
立
、
自
ら
こ
の
組
長
と
な
り
、

軍
改
革
を
推
進
し
て
行
く
。

共
産
党
の
重
要
会
議
で
あ
る
三
中
全
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
こ

と
、
習
が
国
防
・
軍
隊
改
革
領
導
小
組
組
長
と
な
っ
た
こ
と
は
、
中

国
の
軍
改
革
が
単
な
る
中
国
人
民
解
放
軍
（
以
下
、
中
国
軍
）
の
改

革
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
習
が
中
共
中
央
総
書
記
兼
国
家
主
席
兼
中
央

軍
事
委
員
会
主
席
（
以
下
、
中
央
軍
委
主
席
）
と
し
て
担
う
国
家
建

設
の
中
で
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
中
国
の
国
家
建
設
に
お
け
る
国
家
目
標
と
そ
れ
に

果
た
す
中
国
軍
の
役
割
及
び
軍
に
与
え
ら
れ
た
目
標
を
踏
ま
え
、
軍

改
革
の
経
緯
・
成
果
を
考
察
し
、
今
後
の
軍
改
革
の
行
方
を
見
通
す
。

２　
中
国
の
国
家
目
標
と
中
国
軍

中
国
の
国
家
目
標
を
語
る
時
、
最
も
大
き
な
概
念
と
さ
れ
て
い
る

中
国
の
軍
改
革
と
今
後
の
行
方

中

川

真

紀

（
公
益
財
団
法
人
国
家
基
本
問
題
研
究
所 

研
究
員
）
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の
が
「
中
国
の
夢
」
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
習
近
平
が
中
共
中
央
総

書
記
と
し
て
最
初
に
使
用
し
た
の
は
二
〇
一
二
年
十
一
月
の
中
国
国

家
博
物
館
「
復
興
の
道
」
展
の
見
学
時
で
あ
っ
た
。
習
は
「
現
在
み

な
が
中
国
の
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
私
は
中
華
民
族
の
偉
大
な

復
興
の
実
現
が
、
近
代
以
降
の
中
華
民
族
の
最
も
偉
大
な
夢
だ
と
思

う
。２

」
と
語
っ
た
。

二
〇
一
三
年
三
月
に
は
、
習
近
平
国
家
主
席
と
し
て
、
第
十
二
期

全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、
全
人
代
）
第
一
回
会
議
の
閉
幕
式３

で

「
小
康
（
や
や
ゆ
と
り
の
あ
る
）
社
会
の
全
面
完
成
、
富
強
・
民
主
・

文
明
・
調
和
の
社
会
主
義
近
代
化
国
家
の
完
成
と
い
う
目
標
の
達
成
、

中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
夢
の
実
現
は
国
家
の
富
強
、
民
族

の
振
興
、
人
民
の
幸
福
を
実
現
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
二
〇
一
七
年
に
は
「
中
国
の
夢
」
は
中
国
共
産
党
党
規
約
に

盛
り
込
ま
れ
た４

。

習
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
「
中
国
の
夢
」
と
は
「
中
華
民
族
の
偉

大
な
復
興
」
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
が
目
指
す
国
家
建
設
の
最
終
目

標
で
あ
る
。
こ
の
「
復
興
」
の
中
に
は
当
然
「
台
湾
統
一
」
も
含
ま

れ
る
。

そ
し
て
中
国
国
防
白
書
に
は
「
台
湾
統
一
は
中
華
民
族
の
偉
大
な

復
興
の
必
然
的
な
要
求
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
統
一
の
手
段

と
し
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
の
が
中
国
軍
で
あ
る
。

中
国
軍
は
「
中
国
人
民
解
放
軍
」
と
い
う
そ
の
名
が
示
す
通
り
、

そ
の
任
務
は
人
民
と
共
産
党
か
ら
付
与
さ
れ
、
行
動
に
あ
た
っ
て
は

共
産
党
に
領
導
（
注
：
強
制
力
を
伴
う
指
導
を
示
す
）
さ
れ
る
党
の

軍
隊
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
国
防
白
書
二
〇
一
九
年
版５

に
よ
れ
ば
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

・ 

中
国
共
産
党
の
領
導
と
社
会
主
義
制
度
を
強
固
に
す
る
た
め
の

戦
略
的
支
柱

・ 

国
家
主
権
・
統
一
・
領
土
保
全
を
擁
護
の
た
め
の
戦
略
的
支
柱

・ 

国
家
の
海
外
権
益
擁
護
の
た
め
の
戦
略
的
支
柱

・ 

世
界
の
平
和
と
発
展
促
進
の
た
め
の
戦
略
的
支
柱

こ
の
よ
う
に
国
家
目
標
達
成
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う
中
国

軍
に
は
、
国
家
目
標
に
準
じ
た
軍
の
目
標
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
次

頁
の
表
1
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
・
二
〇
三
五
・
二
〇
五
〇
年
の
目
標
は
「
三
段
階
の
発

展
戦
略
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
一
七
年
十
月
の
第
十
九
回
中
国
共
産

党
全
国
代
表
大
会
（
以
下
、
党
大
会
）
で
公
表６

さ
れ
た
。
こ
れ
に

二
〇
二
〇
年
第
十
九
期
五
中
全
会
に
お
い
て
二
〇
二
七
年
建
軍
百
年
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奮
闘
目
標
が
追
加
さ
れ
た７

。
こ
れ

は
二
〇
二
〇
～
三
五
年
で
は
十
五

年
と
長
す
ぎ
る
の
で
中
間
目
標
が

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
建
軍

百
年
の
目
標
と
す
る
こ
と
で
軍
内

の
士
気
高
揚
の
目
的
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

国
家
目
標
に
準
じ
て
軍
に
も
そ

れ
ぞ
れ
目
標
が
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
国
家
目
標
達
成
に
果
た

す
軍
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
意

味
す
る
。
特
に
、
二
〇
五
〇
年
に

は
台
湾
統
一
を
成
し
遂
げ
て
社
会

主
義
近
代
化
強
国
を
構
築
し
、「
中

国
の
夢
」
を
実
現
す
る
に
は
、
台

湾
統
一
の
最
大
の
障
害
で
あ
る
米

国
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
米
軍
と
対
等
に
戦
い
、

戦
っ
て
勝
て
る
世
界
一
流
の
軍
隊
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
軍
の
目
標
が
達
成
で
き
な
け
れ
ば
国
家
目
標
は
達
成

で
き
ず
、
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
軍
に
そ
の
目
標
を
達
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

３　
軍
改
革
の
必
要
性

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
国
家
目
標
達
成
の
た
め
、
中
国

軍
を
世
界
一
流
の
軍
隊
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

習
近
平
は
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
中
国
共
産
党
中
央
軍
委
主
席
に

就
任
し
た
が
、翌
月
の
十
二
月
に
は
広
州
軍
区
（
当
時
）
を
視
察
し
、

中
央
軍
委
主
席
と
し
て
の
最
初
の
視
察
先
に
お
い
て
「
我
々
は
中
華

民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
、
富
国
強
兵
を
推
進

し
、
精
強
な
軍
隊
建
設
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
に
党
の
指
揮

に
従
う
こ
と
。
二
に
戦
え
る
・
戦
っ
て
勝
て
る
軍
に
な
る
こ
と
。
三

に
法
に
よ
り
軍
を
統
制
す
る
こ
と
」
と
訓
示
し
た８

。

翌
年
の
二
〇
一
三
年
三
月
、
胡
錦
涛
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
中
央

軍
委
主
席
を
引
き
継
い
だ
後
の
最
初
の
第
十
二
期
全
人
代
に
お
け
る

解
放
軍
代
表
団
全
体
会
議
で
も
「
戦
っ
て
勝
て
る
こ
と
は
核
心
で
あ

り
、軍
隊
及
び
軍
建
設
の
根
本
で
あ
る
」
と
述
べ９

、以
降
、「
戦
え
る
、

戦
っ
て
勝
て
る
」（
中
国
語
：「
能
打
仗
、
打
勝
仗
」）
は
軍
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
な
り
、
現
在
で
も
常
用
さ
れ
て
い
る
。

翻
っ
て
言
え
ば
、
習
近
平
は
当
時
の
中
国
軍
は
「
戦
っ
て
勝
て

国家目標 軍の目標

2020 年 小康社会の全面的実現
機械化を基本的に実現し、情報化
建設に重大な進展をもたらし、戦
略的能力を大幅に向上させる

2027 年 建軍百年奮闘目標の達成

2035 年 社会主義近代化を基本的に
実現

国防と軍隊の近代化を基本的に実
現する

2050 年
中国を富強的、民主的、文
明的、調和的、美しい社会
主義近代化強国を構築

解放軍を世界一流の軍隊にする

表１：国家及び軍の目標
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る
」
ど
こ
ろ
か
、
そ
も
そ
も
「
戦
え
な
い
」
部
隊
と
認
識
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。
軍
の
全
権
を
掌
握
す
る
前
か
ら
軍
改
革
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
胡
錦
涛
か
ら

全
権
を
引
き
継
い
だ
わ
ず
か
八
か
月
後
の
二
〇
一
三
年
十
一
月
、
党

第
十
八
期
三
中
全
会
に
お
い
て
軍
改
革
を
公
表
し
た
。

こ
れ
以
降
、
習
近
平
は
単
に
目
標
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、
国
家

目
標
に
果
た
す
軍
の
役
割
を
明
確
に
し
、軍
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

自
ら
先
頭
に
立
ち
、
一
歩
一
歩
中
国
軍
の
近
代
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

４　
軍
改
革
の
実
施

軍
改
革
は
二
〇
一
三
年
の
公
表
後
、
二
〇
一
五
年
か
ら
具
体

的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
に
一
度
総
括
が
行
わ
れ
、

二
〇
二
四
年
現
在
で
も
補
備
修
正
を
し
つ
つ
、
継
続
し
て
い
る
。

次
頁
図
１
は
筆
者
が
、
軍
改
革
を
段
階
ご
と
に
区
分
し
て
纏
め
、

軍
の
目
標
と
の
関
連
を
付
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

軍
改
革
は
大
き
く
、
計
画
準
備
～
機
構
改
革
～
制
度
改
革
～
戦
備

運
用
改
革
～
新
領
域
改
革
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
改
革
の
内
容
を
考
察
す
る
。

⑴ 

計
画
準
備
（
二
〇
一
三
年
十
一
月
～
二
〇
一
五
年
十
一
月
）

二
〇
一
三
年
の
軍
改
革
公
表
後
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、
習
近

平
中
央
軍
委
主
席
を
組
長
と
す
る
国
防
・
軍
隊
改
革
領
導
小
組
第
一

回
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、
軍
改
革
の
組
織
、
計
画
等
に
つ
い
て
検

討
が
開
始
さ
れ
た10

。

そ
し
て
約
二
年
間
の
準
備
を
経
て
二
〇
一
五
年
十
一
月
、
中
央
軍

委
改
革
工
作
会
議
に
お
い
て
習
の
指
示
の
下11

、
全
体
計
画
が
決
定
さ

れ
、
具
体
的
な
施
策
が
開
始
さ
れ
た
。

⑵ 

機
構
改
革
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
～
二
〇
一
八
年
）

ア　

指
導
指
揮
体
制
改
革

改
革
開
始
後
、
最
初
に
着
手
し
た
の
が
「
首
か
ら
上
」
と
言

わ
れ
る
、
指
導
指
揮
機
構
の
改
編
で
あ
り
、
以
下
の
機
構
改
編
・

部
隊
創
設
を
実
施
し
た12

。

◇
陸
軍
司
令
部
、
ロ
ケ
ッ
ト
軍
、
戦
略
支
援
部
隊
創
設
（
二
〇 

一
五
年
十
二
月
）

◇
中
央
軍
事
委
員
会
を
四
総
部
体
制
か
ら
十
五
の
部
・
庁
等
へ

分
割
（
二
〇
一
六
年
一
月
）

◇
七
大
軍
区
か
ら
統
合
組
織
で
あ
る
五
大
戦
区
へ
改
編
（
二
〇 

一
六
年
二
月
）
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図１　軍改革の概要（各種報道より筆者が作成）



191　　　中国の軍改革と今後の行方 　190

◇ 

習
近
平
が
中
央
軍
委
統
合
総
指
揮
官
に
就
任
、
中
央
軍
委

統
合
作
戦
指
揮
セ
ン
タ
ー
視
察
（
二
〇
一
六
年
四
月
）

◇ 
聯
勤
保
障
部
隊
創
設
（
二
〇
一
六
年
九
月
）

こ
れ
ら
の
改
編
は
、「
中
央
軍
事
委
員
会
が
全
て
を
管
理
し
、

戦
区
が
作
戦
指
揮
を
担
任
し
、軍
種
が
部
隊
建
設
を
担
任
す
る
」

（
中
国
語
：
軍
委
管
総
、
戦
区
主
戦
、
軍
種
主
建
）
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
に
実
施
さ
れ
た
。

改
革
前
は
四
総
部
（
総
参
謀
部
、
総
政
治
部
、
総
後
勤
部
、

総
装
備
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
権
限
を
持
ち
、
各
部
ば
ら
ば
ら
に
各

軍
種
部
隊
の
作
戦
指
揮
（
軍
令
）・
部
隊
建
設
（
軍
政
）
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
と
共
に
汚
職
腐
敗
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
指
導
指
揮
体
制
改
革
に
よ
り
、
作
戦
指
揮
は
中
央

軍
委
主
席
（
兼
中
央
軍
委
統
合
総
指
揮
官
）
～
戦
区
司
令
官
～

戦
区
部
隊
、
部
隊
建
設
は
中
央
軍
委
主
席
～
軍
種
司
令
官
～
軍

種
部
隊
と
い
う
一
本
化
し
た
指
揮
系
統
が
完
成
し
、
次
頁
図
２

の
よ
う
に
中
央
軍
委
主
席
兼
中
央
軍
委
統
合
総
指
揮
官
で
あ
る

習
近
平
の
意
図
が
軍
政
と
軍
令
の
両
ラ
イ
ン
で
末
端
ま
で
徹
底

さ
れ
る
効
率
的
な
指
揮
体
制
と
な
っ
た
。

イ　
「
中
央
軍
委
軍
隊
規
模
構
造
・
戦
力
編
成
改
革
工
作
会
議
」

二
〇
一
五
年
十
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
指
導
指
揮
体
制
改
革

は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
「
中
央
軍
委
軍
隊
規

模
構
造
・
戦
力
編
成
改
革
工
作
会
議13

」
で
一
旦
総
括
さ
れ
た
。

同
会
議
で
習
近
平
は
、「
指
導
指
揮
体
制
改
革
を
ま
ず
実
行

し
、軍
隊
組
織
機
構
の
歴
史
的
変
革
を
実
現
さ
せ
た
。」と
述
べ
、

指
導
指
揮
体
制
改
革
が
一
段
落
し
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

更
に
「
現
在
、
戦
争
の
形
態
は
情
報
化
戦
争
に
変
化
し
、
一

体
化
統
合
作
戦
が
基
本
作
戦
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
構
造
を
変
化
さ
せ
、
精
強
化
・
一
体
化
・
小
型

化
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
・
多
機
能
化
が
必
要
で
あ
る
」「
人
員
削

減
を
継
続
し
、
兵
力
構
成
を
是
正
し
、
精
強
で
質
の
高
い
近
代

化
常
備
軍
を
整
備
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
戦
部
隊
編
成
を
改
革

し
、
多
機
能
を
有
し
広
範
な
作
戦
に
適
応
で
き
る
部
隊
を
育
成

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
た
。

指
揮
指
導
体
制
改
革
の
次
は
、
情
報
化
戦
争
・
統
合
作
戦
に

対
応
で
き
る
作
戦
部
隊
の
改
編
に
焦
点
を
移
行
す
る
よ
う
指
示

を
し
た
の
だ
。

ウ　

部
隊
改
革

「
中
央
軍
委
軍
隊
規
模
構
造
・
戦
力
編
成
改
革
工
作
会
議
」
後

の
二
〇
一
七
年
以
降
は
、「
首
か
ら
下
」
と
言
わ
れ
る
部
隊
改
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革
が
実
施
さ
れ
た14

。

◇
集
団
軍
を
十
八
か
ら
十
三
に
改
編
（
二
〇
一
七
年
四
月
）、

歩
兵
師
団
を
合
成
旅
団
化

◇
軍
学
校
を
整
理
統
合
、
訓
練
・
研
究
を
推
進
（
二
〇
一
七
年

七
月
）

◇
三
十
万
人
の
兵
員
削
減
（
二
〇
一
七
年
末
ま
で
）

◇
人
民
武
装
警
察
指
揮
系
統
を
中
央
軍
事
委
員
会
隷
下
に
一
本

化
（
二
〇
一
八
年
一
月
）

◇
軍
事
訓
練
大
綱
を
初
公
布
（
二
〇
一
八
年
一
月
）

◇
文
官
（
中
国
語
：
文
職
人
員
）
の
採
用
開
始
（
二
〇
一
八
年

六
月
）

◇
中
国
海
警
局
が
海
警
総
隊
と
し
て
人
民
武
装
警
察
に
編
入

（
二
〇
一
八
年
七
月
）

こ
の
部
隊
改
革
に
よ
り
、
軍
の
規
模
構
造
・
戦
力
編
成
は
大

き
く
変
化
し
た15

。

ま
ず
、
二
〇
一
七
年
末
を
目
標
と
し
兵
員
三
十
万
人
削
減
が

実
施
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
三
月
の
第
十
三
期
全
人
代
第
一
回

会
議
政
府
活
動
報
告
に
お
い
て
、
三
十
万
人
兵
員
削
減
が
基
本

的
に
達
成
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
二
三
〇
万
人
か
ら

二
〇
〇
万
人
へ
一
三
％
の
削
減
が
完
了
し
た
。

各
軍
種
の
兵
員
割
合
を
見
直
し
、
陸
軍
の
兵
員
数
を
五
〇
％

以
下
に
引
き
下
げ
、
空
軍
は
現
状
維
持
、
海
軍
及
び
ロ
ケ
ッ
ト

軍
は
増
員
と
し
た
。

階
級
ご
と
の
割
合
も
見
直
し
、
各
級
機
関
内
の
指
導
機
構
等

を
廃
止
し
将
校
を
三
〇
％
削
減
、
専
門
知
識
を
も
っ
て
装
備
を

操
作
す
る
軍
曹
の
比
率
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
文
官
採
用
も
開

始
し
、
高
学
歴
の
人
員
に
よ
る
科
学
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

非
戦
闘
兵
員
に
つ
い
て
は
、
文
芸
出
版
体
育
・
サ
ー
ビ
ス
・

医
療
関
連
等
の
人
員
を
削
減
し
、
半
減
さ
せ
た
。

部
隊
編
成
に
つ
い
て
は
、
集
団
軍
を
改
編
し
、
歩
兵
師
団
を

コ
ン
パ
ク
ト
で
歩
兵
・
戦
車
・
砲
兵
等
の
機
能
を
有
す
る
合
成

旅
団
に
統
一
、
全
軍
で
軍
―
旅
団
―
大
隊
体
制
を
確
立
し
、
習

近
平
の
指
示
し
た
「
精
強
化
・
一
体
化
・
小
型
化
・
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
・
多
機
能
化
」
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
務
院
と
二
重
指
揮
で
あ
っ
た
人
民
武
装

警
察
を
中
央
軍
事
委
員
の
統
一
指
揮
と
し
、
更
に
海
警
局
を
海

警
総
隊
と
し
て
編
入
す
る
こ
と
で
、
中
央
軍
事
委
員
会
に
よ
る

指
揮
系
統
一
本
化
を
強
化
し
た
。

部
隊
改
革
に
よ
り
、「
戦
わ
な
い
」
組
織
・
人
員
を
淘
汰
し
、

「
戦
え
る
」
人
員
に
よ
る
「
戦
え
る
」
部
隊
編
成
を
整
え
た
。
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⑶ 
制
度
改
革
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
～
二
〇
二
二
年
）

ア　

中
央
軍
委
政
策
制
度
改
革
工
作
会
議

二
〇
一
八
年
十
一
月
に
「
中
央
軍
委
政
策
制
度
改
革
工
作
会

議
」
が
開
催16

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
を
節
目
に
、
機
構
改
革
に
よ

り
組
織
の
枠
組
み
を
整
理
し
た
後
の
、
組
織
を
運
営
す
る
た
め

の
制
度
改
革
が
開
始
さ
れ
た
と
言
え
る
。

同
会
議
で
習
近
平
は
、「
軍
事
政
策
制
度
改
革
の
計
画
・
実

施
は
重
要
な
政
治
責
任
」
と
述
べ
、
人
的
資
源
（
将
校
職
業
化

制
度
・
軍
人
待
遇
優
遇
化
及
び
名
誉
保
障
制
度
等
）・
訓
練
・

装
備
兵
站
・
研
究
開
発
・
国
防
動
員
・
軍
民
融
合
等
の
軍
事
力

整
備
制
度
改
革
、
並
び
に
国
防
費
・
国
防
資
源
分
配
・
軍
事
法

規
法
典
化
・
軍
事
司
法
等
の
軍
事
管
理
制
度
改
革
の
、
二
分
野

の
制
度
改
革
を
指
示
し
た
。

更
に
、「
軍
事
制
度
改
革
は
軍
と
中
央
・
地
方
政
府
双
方
の

共
同
責
任
で
あ
る
」
と
し
、
国
家
全
体
で
軍
の
制
度
改
革
に
取

り
組
む
環
境
を
整
え
た
。

イ　

制
度
改
革

二
〇
一
八
年
十
二
月
に
は
「
国
防
・
軍
隊
改
革
領
導
小
組
第

四
回
全
体
会
議
」
が
開
催
さ
れ17

、
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
計
画

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
以
降
、
以
下
の
よ
う
な
制
度
改
革
が

実
施
さ
れ
た18

。

◇
軍
隊
有
償
サ
ー
ビ
ス
任
務
終
了
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

◇
予
備
役
を
中
央
軍
委
統
一
指
揮
下
（
二
〇
二
〇
年
七
月
）

◇
聯
合
作
戦
綱
要
（
試
行
）
施
行
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
）

◇
新
型
軍
事
訓
練
体
系
構
築
に
関
す
る
決
定
（
二
〇
二
一
年
二
月
）

軍
隊
有
償
サ
ー
ビ
ス
任
務
終
了
に
よ
り
、
軍
隊
が
金
儲
け
、

と
い
う
制
度
を
廃
止
し
訓
練
に
専
念
す
る
環
境
を
与
え
た
。
予

備
役
部
隊
を
全
て
軍
の
指
揮
体
系
下
に
置
き
、
現
行
の
軍
・
地

方
の
二
重
指
導
体
制
か
ら
、中
央
軍
事
委
員
会
に
よ
る
集
中
的
・

統
一
的
指
導
へ
と
変
更
し
た
。
訓
練
・
作
戦
規
定
等
の
整
備
に

よ
り
、
実
際
に
部
隊
が
訓
練
で
き
る
制
度
を
整
え
た
。

ま
た
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
～
二
十
二
年
末
ま
で
に
発
布
さ

れ
た
主
な
軍
関
連
法
・
条
例
（
改
正
ふ
く
む
）
は
以
下
の
通
り19

。 

◇
烈
士
表
彰
条
例
（
二
〇
一
九
・
八
・
九
）

◇
軍
隊
文
書
等
記
録
条
例
（
二
〇
一
九
・
一
二
・
一
六
）

◇
軍
隊
安
全
管
理
条
例　
（
二
〇
一
九
・
一
二
・
一
六
）

◇
軍
隊
監
察
工
作
条
例
（
試
行
）（
二
〇
二
〇
・
一
・
二
〇
）

◇
軍
隊
組
織
編
制
管
理
条
例
（
試
行
）（
二
〇
二
〇
・
二
・
七
）

◇
中
国
人
民
武
装
警
察
法
（
二
〇
二
〇
・
六
・
二
〇
）

◇
中
国
退
役
軍
人
保
障
法
（
二
〇
二
〇
・
一
一
・
一
一
）
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◇
中
国
国
防
法
（
二
〇
二
〇
・
一
二
・
二
七
）

◇
中
国
海
警
法
（
二
〇
二
一
・
一
・
二
三
）

◇
軍
隊
政
治
工
作
条
例
（
二
〇
二
一
・
二
・
一
九
）

◇
国
際
軍
事
協
力
工
作
条
例
（
二
〇
二
一
・
二
・
二
〇
）

◇
中
国
軍
事
施
設
保
護
法
（
二
〇
二
一
・
六
・
一
一
）

◇
中
国
軍
人
地
位
・
権
益
保
障
法
（
二
〇
二
一
・
八
・
一
）

◇
中
国
兵
役
法
（
二
〇
二
一
・
八
・
二
〇
）

◇
中
国
陸
地
国
境
法
（
二
〇
二
一
・
一
〇
・
二
三
）

◇
中
国
予
備
役
人
員
法
（
二
〇
二
二
・
一
二
・
三
〇
）

制
度
改
革
開
始
以
降
、
わ
ず
か
四
年
間
で
十
六
の
法
・
条
例

が
制
定
さ
れ
た
。
国
防
法
・
兵
役
法
・
武
警
法
等
の
原
則
的
な

法
律
が
六
つ
、
安
全
管
理
条
例
・
監
察
工
作
条
例
等
、
軍
隊
管

理
に
関
す
る
も
の
が
六
つ
、
軍
人
地
位
・
権
益
保
障
法
等
人
的

資
源
に
関
す
る
法
律
が
三
つ
、
国
際
協
力
に
関
す
る
も
の
が
一

つ
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
こ
こ
で
は
記
述
し
な
か
っ
た

が
、
更
に
細
か
い
各
種
「
規
定
」
や
「
方
法
」
に
分
類
さ
れ
る

規
則
類
も
次
々
と
制
定
さ
れ
て
い
る
。

国
防
法
や
兵
役
法
等
は
国
家
機
能
の
根
本
に
係
る
原
理
原
則

的
な
法
律
で
あ
り
、
軍
だ
け
で
制
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

中
共
中
央
総
書
記
・
国
家
主
席
を
兼
ね
る
習
近
平
中
央
軍
委
の

強
い
指
導
の
下
、
法
に
よ
る
制
度
の
整
備
、
管
理
の
実
施
を
国

と
し
て
推
進
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ　

機
械
化
の
基
本
的
実
現

軍
改
革
と
並
行
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
機
械
化
を
基
本
的
に

実
現
し
、
情
報
化
建
設
に
重
大
な
進
展
を
も
た
ら
し
、
戦
略
的

能
力
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
軍
の
目
標
の
下
、
装
備
品

の
近
代
化
も
推
進
さ
れ
た
。

二
〇
二
〇
年
十
一
月
、
国
防
部
報
道
官
が
「
我
が
軍
は
既
に

基
本
的
に
機
械
化
を
実
現
し
、
情
報
化
建
設
に
お
い
て
重
大
な

進
展
を
遂
げ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り20

、
軍
の
機
械
化
、
す
な

わ
ち
武
器
・
車
両
等
の
装
甲
化
・
自
走
化
等
装
備
の
近
代
化
と

一
定
の
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
は
完
了
し
た
と
宣
言
し
て
い
る
。

「
基
本
的
に
機
械
化
を
実
現
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
改
革
の
期
間
に
お
い
て
全
部
隊
と
は
い
か
な
く
と
も
、
台
湾

侵
攻
担
当
部
隊
等
重
要
な
作
戦
単
位
の
装
備
の
近
代
化
は
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷ 
戦
備
運
用
改
革

ア　

国
防
・
軍
隊
改
革
検
討
会

二
〇
二
二
年
九
月
に
「
国
防
・
軍
隊
改
革
検
討
会
」
が
開
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催
さ
れ
た21

。
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果
を
評
価

し
、
事
後
の
改
革
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ
た
。
当
会
議
で
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
～
二
二
年
九
月
ま
で
の
六
年
十
カ
月
に
及

ぶ
改
革
を
一
度
総
括
し
、
事
後
の
改
革
に
つ
い
て
指
示
し
た
と

言
え
よ
う
。

習
近
平
は
同
会
議
で
軍
改
革
に
つ
い
て
「
長
期
間
国
防
・
軍

隊
建
設
を
阻
害
し
て
き
た
体
制
的
障
害
、
構
造
的
矛
盾
、
政
策

的
問
題
を
解
決
し
、
改
革
は
歴
史
的
成
果
を
あ
げ
た
」
と
評
価

し
た
。

「
体
制
的
障
害
」
は
指
導
指
揮
体
制
改
革
に
よ
り
中
央
軍
委
主

席
か
ら
統
合
部
隊
ま
で
の
一
本
化
し
た
指
揮
系
統
に
な
っ
た
こ

と
で
排
除
さ
れ
た
。「
構
造
的
矛
盾
」
は
部
隊
改
革
の
軍
種
・

兵
員
構
造
等
の
見
直
し
等
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
。「
政
策
的
問

題
」
は
制
度
改
革
の
法
に
よ
る
制
度
・
管
理
体
制
確
立
に
よ
り

解
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
中
国
軍
が
「
戦
え
る
」
軍
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
し
て
、
習
は
「
改
革
の
歴
史
的
成
果
」
と

評
価
し
た
と
言
え
る
。

更
に
習
は
「
新
た
な
情
勢
と
任
務
の
要
求
に
基
づ
き
、
戦
争

準
備
に
焦
点
を
当
て
、
改
革
の
成
果
を
定
着
さ
せ
、
事
後
の
改

革
を
強
化
せ
よ
」
と
続
け
た
。「
歴
史
的
成
果
」
を
踏
ま
え
、
こ

れ
以
降
は
①
改
革
の
成
果
の
定
着
、
②
新
た
な
情
勢
と
任
務
の

要
求
と
戦
争
準
備
を
焦
点
と
す
る
改
革
を
指
示
し
た
と
言
え
る
。

イ　

改
革
の
成
果
の
定
着

改
革
の
成
果
の
定
着
で
は
、
部
隊
に
お
け
る
定
着
、
特
に
基

礎
訓
練
の
実
施
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

改
革
開
始
か
ら
六
年
十
ヶ
月
、
部
隊
の
状
況
を
鑑
み
る
に
、

指
揮
機
構
・
部
隊
編
成
・
人
員
構
成
が
刷
新
さ
れ
、
新
た
な
制

度
が
始
ま
り
、
新
装
備
も
導
入
さ
れ
た
。
部
隊
は
こ
れ
ら
へ
の

対
応
に
忙
殺
さ
れ
、
訓
練
な
ど
し
て
い
る
暇
は
な
い
、
と
い
っ

た
状
況
は
想
像
に
難
く
な
い
。
部
隊
指
揮
官
も
、
新
装
備
の
取

り
扱
い
か
ら
統
合
化
さ
れ
た
部
隊
の
指
揮
手
順
ま
で
、
実
際
ど

の
よ
う
に
訓
練
を
積
み
上
げ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
手
探
り
状
態

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

基
礎
訓
練
さ
え
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
の
危
機
感
を
背

景
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
「
全
軍
基
礎
訓
練
現

地
会
議
」
が
二
〇
二
三
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た22

。
中
央
軍
委
副

主
席
以
下
各
戦
区
・
軍
種
・
機
関
・
武
警
の
指
導
者
が
出
席
、

全
軍
の
旅
団
以
上
の
作
戦
部
隊
や
軍
学
校
等
も
テ
レ
ビ
会
議
で

参
加
し
、
各
軍
種
・
武
装
警
察
部
隊
の
訓
練
を
視
察
、
基
礎
訓

練
の
方
式
や
普
及
等
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
。
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会
議
で
は
、
教
官
の
専
任
化
・
訓
練
単
位
の
集
約
化
・
訓
練

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
・
検
閲
の
標
準
化
等
が
指
示
さ
れ
、
全
軍
に

お
け
る
教
育
訓
練
に
一
定
の
方
向
性
を
与
え
た
。

二
〇
二
四
年
一
月
の
新
年
度
訓
練
開
始
に
際
し
て
の
本
年
の

重
視
事
項
と
し
て
、
国
防
部
報
道
官
が
「
一
に
基
礎
訓
練
、
二

に
対
抗
訓
練
、
三
に
統
合
訓
練
、
四
が
科
学
技
術
に
よ
る
演
練
」

と
述
べ
て
い
る23

。
二
〇
二
四
年
に
お
い
て
は
ま
だ
基
礎
訓
練
を

重
視
し
て
改
革
の
成
果
を
定
着
さ
せ
つ
つ
、
訓
練
を
強
化
し
て

い
る
段
階
で
あ
ろ
う
。

ウ　

戦
備
運
用
改
革

改
革
の
成
果
の
定
着
と
共
に
、
指
示
さ
れ
た
の
が
「
新
た
な

情
勢
と
任
務
の
要
求
と
戦
争
準
備
を
焦
点
と
す
る
事
後
の
改

革
」
で
あ
る
。

「
新
た
な
情
勢
と
任
務
の
要
求
」
と
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
開
始
等
の
世
界
情
勢
と
共
に
、
新
領
域
・
新
性
質
戦

闘
力
へ
の
取
組
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
戦
争
準
備
」
と
は
、
正
に
台
湾
侵
攻
準
備
の
事
で

あ
り
、「
戦
え
る
」
よ
う
に
な
っ
た
部
隊
に
「
戦
争
準
備
」
を

如
何
に
さ
せ
て
、
如
何
に
運
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

二
〇
二
二
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
二
十
回
党

大
会
の
習
近
平
の
政
治
報
告
で
は
、「
新
領
域
・
新
性
質
の
戦

備
の
拡
充
」、「
全
面
的
に
訓
練
・
戦
争
準
備
を
強
化
し
、
軍
の

戦
っ
て
勝
て
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
お
り24

、
こ
の

「
新
領
域
」「
戦
争
準
備
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
に
お
い
て
、
ま
ず
「
戦
争
準
備
」
を
優
先
さ

せ
て
、
戦
備
運
用
改
革
が
開
始
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
頁
の
表
2
は
二
〇
二
三
年
三
月
の
全
人
代
人
民
解
放
軍
・

武
装
警
察
代
表
団
全
体
会
議
（
以
下
、
軍
代
全
会
）
で
の
習
近

平
の
重
要
講
話
と
軍
・
武
警
代
表
の
発
表
テ
ー
マ
で
あ
る
。
軍

代
全
会
は
全
人
代
に
参
加
す
る
中
央
軍
事
委
員
会
及
び
各
戦

区
・
軍
種
の
主
要
幹
部
が
参
加
し
、
習
中
央
軍
委
主
席
が
全
軍

に
そ
の
意
思
を
徹
底
さ
せ
る
場
で
あ
り
、
中
国
軍
が
そ
の
一
年

間
に
重
視
す
べ
き
事
項
が
示
さ
れ
る
。

習
近
平
が
中
央
軍
委
主
席
に
就
任
し
て
か
ら
二
〇
二
二
年
ま

で
の
軍
代
全
会
で
の
重
要
講
話
は
軍
改
革
に
関
連
し
た
も
の
が

主
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
は
国
家
戦
略
シ
ス
テ
ム
・
能
力

の
一
体
化
が
強
調
さ
れ
、
改
革
後
の
部
隊
を
国
家
戦
略
シ
ス
テ

ム
の
中
に
取
り
入
れ
如
何
に
運
用
し
て
い
く
か
が
重
視
さ
れ

た
。
ま
た
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
国
家
備
蓄
制
度
、
国
防
教
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育
等
の
発
表
テ
ー
マ
は
、
有
事
の
継
戦
能
力
維
持
に
関
連
す
る

も
の
で
あ
る
。
部
隊
の
み
な
ら
ず
国
家
と
し
て
戦
争
準
備
を
行

い
、
如
何
に
運
用
し
て
い
く
か
と
い
う
戦
備
運
用
改
革
を
進
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
の
部
隊
の
動
向
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
二
〇
二
二
年
以

降
、
台
湾
侵
攻
作
戦
を
主
担
当
す
る
東
部
戦
区
及
び
副
担
当
の

南
部
戦
区
に
お
い
て
、
台
湾
正
面
部
隊
の
前
方
展
開
、
戦
備
訓

練
及
び
統
合
訓
練
の
強
化
が
確
認
さ
れ
た26

。
特
に
東
部
戦
区
は

二
〇
二
二
年
八
月
に
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
（
当
時
）
訪
台
を
契
機

と
し
た
大
規
模
統
合
演
習
「
聯
合
軍
事
行
動
」
を
実
施
、
そ
の

後
も
「
聯
合
利
剣
」
と
称
す
る
大
規
模
統
合
演
習
を
二
〇
二
三

年
四
月
、二
〇
二
四
年
五
月
に
実
施
し
、統
合
訓
練
を
深
化
さ
せ
、

戦
備
運
用
改
革
の
成
果
を
確
認
し
て
い
る27

。

⑸ 

新
領
域
改
革

こ
の
よ
う
に
戦
備
運
用
改
革
を
継
続
し
つ
つ
、
二
〇
二
四
年
か
ら

は
新
領
域
へ
の
対
応
、
新
領
域
改
革
に
本
格
的
に
着
手
し
た
と
見
ら

れ
る
。

上
の
表
3
は
前
項
で
も
述
べ
た
軍
代
全
会
の
二
〇
二
四
年
の
内
容

で
あ
る
。

習中央軍委主席の重要講話 軍代表の発表テーマ
①思想・認識の統一、使命の自覚、実行の徹底
②国家戦略システム・能力の一体化建設の新局面を開拓

①国家実験室建設
②国防科学技術工業能力建設
③重要インフラの総合的建設
④国家備蓄制度建設
⑤陸・海上国境防衛
⑥全国民への国防教育

習中央軍委主席の重要講話 軍代表の発表テーマ
①使命の自覚を強化し、改革刷新を深化
②新領域における戦略能力の向上

①海洋状況把握能力構築
②サイバースペース防御能力向上
③ AI の活用推進
④宇宙資源の統一計画・管理・使用の強化
⑤新領域の標準汎用化の強化
⑥無人作戦能力構築と運用の刷新

表 2：2023 年 3 月軍代全会 25

表 3：2024 年 3 月軍代全会 28
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二
〇
二
四
年
に
は
「
新
領
域
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
軍
代
全
会

の
重
要
講
話
に
登
場
し
た
。「
新
領
域
」（
中
国
語
で
は「
新
興
領
域
」）

は
、
解
放
軍
報
の
論
説
等
で
は
、「
海
洋
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
、
生
物
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ａ
Ｉ
等
の
領
域
」
と
解
説
さ
れ
て

い
る
。
軍
代
表
の
発
表
テ
ー
マ
も
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
Ａ
Ｉ
、

宇
宙
、
無
人
兵
器
と
新
領
域
に
関
す
る
も
の
が
占
め
た
。

二
〇
二
四
年
四
月
に
は
二
〇
一
五
年
に
新
領
域
に
対
応
す
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
戦
略
支
援
部
隊
が
解
組
さ
れ
、
情
報
支
援
部
隊
、
軍

事
宇
宙
部
隊
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
部
隊
の
三
コ
部
隊
に
改
編
さ 

れ
た29

。
軍
改
革
の
目
玉
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
戦
略
支
援
部
隊
を
僅
か
八

年
余
り
で
解
組
し
た
こ
と
は
、
習
近
平
が
期
待
し
た
ほ
ど
の
新
た
な

戦
力
と
し
て
の
発
展
が
み
ら
れ
ず
、
任
務
達
成
不
十
分
と
評
価
さ
れ

た
可
能
性
が
大
き
い
。

戦
略
支
援
部
隊
は
、
情
報
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
を
主
任
務
と
し
、

現
代
戦
に
は
不
可
欠
な
新
領
域
に
属
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
専
門

性
が
高
く
、
か
つ
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
随
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
一
コ
司
令
部
で
担
当
す
る
に
は
領
域
が
広
す
ぎ
、
質
・
速
度
と

も
に
期
待
さ
れ
た
成
果
を
十
分
達
成
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

任
務
達
成
不
十
分
な
組
織
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
を
示
す
と
共

に
、
新
領
域
へ
の
対
応
が
今
後
の
軍
事
力
整
備
の
最
重
要
事
項
で
あ

る
と
い
う
習
近
平
の
意
思
を
軍
内
外
に
宣
言
し
た
と
言
え
る
。
今
後

は
情
報
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
の
各
新
領
域
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
性
・

効
率
性
を
追
求
し
た
三
コ
部
隊
に
よ
る
改
革
加
速
を
目
指
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。

５　
今
後
の
軍
改
革
の
行
方

戦
備
運
用
改
革
、
次
い
で
新
領
域
改
革
を
推
進
し
て
い
く
中
、

二
〇
二
四
年
七
月
十
五
～
十
八
日
の
共
産
党
第
二
十
期
三
中
全
会
お

い
て
、
軍
関
連
で
は
以
下
の
三
点
が
指
示
さ
れ
た30

。

①
人
民
軍
隊
領
導
管
理
体
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
完
備

②
統
合
作
戦
シ
ス
テ
ム
改
革
の
深
化

③
軍
・
各
級
政
府
・
民
間
の
枠
を
越
え
た
改
革
の
深
化

ま
ず
、
①
で
な
に
よ
り
も
「
党
の
軍
隊
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
中
央
軍
委
主
席
へ
の
権
力
集
中
が
確
認
さ
れ
た
。
三
中
全
会
の

間
、
規
律
違
反
に
よ
り
前
国
防
相
李
尚
福
・
前
ロ
ケ
ッ
ト
軍
司
令
官

李
玉
超
他
一
名
の
軍
高
官
の
党
籍
剥
奪
処
分
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
か
月
前
の
二
〇
二
四
年
六
月
に
は
習
近
平
が
自
ら
開
催
を

決
定
し
た
「
中
央
軍
委
政
治
工
作
会
議
」
が
革
命
の
聖
地
、
延
安
で
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開
催
さ
れ
、
中
央
軍
委
各
機
関
・
各
戦
区
・
各
軍
種
・
武
警
等
の
主

要
指
導
者
に
対
し
、
党
の
軍
に
対
す
る
絶
対
的
指
導
・
統
率
の
堅
持
、

政
治
に
よ
る
建
軍
、
腐
敗
分
子
の
存
在
を
許
さ
ず
部
隊
の
健
全
性
を

向
上
さ
せ
よ
と
訓
示
を
行
っ
た
。

軍
改
革
の
障
害
は
高
官
と
い
え
ど
も
容
赦
な
く
排
除
す
る
と
い
う

強
い
決
意
を
徹
底
し
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
②
で
中
央
お
よ
び
戦
区
の
統
合
作
戦
の
深
化
、
新
軍
種

部
隊
と
の
融
合
等
が
強
調
さ
れ
た
。
統
合
作
戦
能
力
向
上
を
主
眼
と

し
て
戦
備
運
用
改
革
を
継
続
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
③
で
、
国
家
戦
略
シ
ス
テ
ム
の
一
体
化
や
国
防
事
業
で
の

政
府
や
民
間
と
の
協
力
体
制
強
化
が
強
調
さ
れ
た
。
特
に
新
領
域
改

革
に
お
い
て
、
国
家
を
あ
げ
て
の
科
学
技
術
振
興
や
民
間
技
術
の
活

用
等
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
軍
改
革
は
戦
備
運
用
改
革
を
継
続
し
つ
つ
、
新
領
域
改
革

を
最
も
重
視
し
て
展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
戦
え
る
」
よ
う
に

な
っ
た
部
隊
に
「
戦
っ
て
勝
て
る
」
能
力
を
付
与
し
て
い
く
段
階
で

あ
る
。

そ
し
て
次
の
結
節
は
、
建
軍
百
年
奮
闘
目
標
を
掲
げ
た
二
〇
二
七

年
で
あ
る
。
建
軍
百
年
奮
闘
目
標
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
十
一

月
に
国
防
部
報
道
官
が
以
下
の
四
つ
を
表
明
し
て
い
る32

。

◇
機
械
化
・
情
報
化
・
知
能
化
の
融
合
発
展
を
加
速
さ
せ
、
世
界

の
軍
事
変
革
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る

◇
軍
事
理
論
・
軍
組
織
・
軍
人
・
武
器
装
備
の
近
代
化
を
加
速
さ

せ
る

◇
質
の
高
い
発
展
を
最
重
視
し
、
軍
事
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
国
防

資
源
の
有
効
活
用
を
効
率
的
に
行
う

◇
国
防
と
経
済
発
展
を
調
和
さ
せ
、
社
会
の
優
れ
た
ア
セ
ッ
ト
を

活
用
し
、
軍
を
安
定
か
つ
長
期
的
に
発
展
さ
せ
る

特
に
、
第
一
項
目
に
あ
げ
て
い
る
「
世
界
の
軍
事
変
革
に
お
い
て

主
導
権
を
握
る
」
と
は
、
日
本
を
含
め
、
世
界
で
軍
事
変
革
の
焦
点

と
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
や
サ
イ
バ
ー
等
の
「
新
領
域
」
で
優
位
な
地
位

を
占
め
る
と
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
軍
に
と
っ
て
次
の
結
節
で
あ
る
二
〇
二
七
年
ま
で
に
戦
備

運
用
改
革
を
終
了
さ
せ
、
台
湾
侵
攻
を
可
能
と
す
る
戦
争
準
備
を

完
成
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
新
領
域
改
革
を
引
続
き
行
い
、

二
〇
三
五
年
に
近
代
化
を
基
本
的
に
実
現
し
、
二
〇
五
〇
年
の
世
界

一
流
の
軍
隊
完
成
を
目
指
し
、
更
に
改
革
を
推
進
し
て
い
く
で
あ 

ろ
う
。
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６　
お
わ
り
に

習
近
平
は
二
〇
一
三
年
か
ら
自
ら
先
頭
に
立
ち
軍
改
革
を
主
導
し

て
き
た
。
中
央
軍
委
主
席
と
し
て
国
防
・
軍
隊
改
革
領
導
小
組
の
組

長
と
な
り
、
軍
改
革
の
実
施
組
織
・
計
画
等
検
討
の
段
階
か
ら
指
揮

を
執
り
、
段
階
的
に
改
革
を
推
進
、
結
節
毎
に
会
議
を
開
催
し
こ
れ

ま
で
の
総
括
を
行
い
、
事
後
の
指
針
を
明
示
し
た
。
ま
た
、
全
人
代

や
部
隊
視
察
等
の
場
に
お
い
て
直
接
軍
に
訓
示
を
行
い
、
部
隊
レ
ベ

ル
ま
で
そ
の
浸
透
を
図
っ
た
。

更
に
中
共
中
央
総
書
記
と
し
て
、
中
国
の
経
済
建
設
と
軍
事
建
設

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
軍
民
融
合
を
推
進
し
、
中
国
の
国
家
目
標
に
お

け
る
軍
の
役
割
を
明
確
に
し
、
適
切
に
軍
の
目
標
も
付
与
し
て
き
た
。

こ
の
習
近
平
の
一
貫
し
た
姿
勢
の
下
、軍
改
革
は
着
実
に
実
施
さ
れ
、

定
着
し
、
不
備
点
は
是
正
さ
れ
て
き
た
。
中
国
軍
は
「
戦
え
る
・
戦
っ

て
勝
て
る
」
軍
隊
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
人
員
・
装
備
の
面
で

は
既
に
台
湾
軍
を
凌
駕
し
て
お
り
、
台
湾
周
辺
で
の
統
合
演
習
や
ミ

サ
イ
ル
実
弾
演
習
等
の
訓
練
の
積
み
上
げ
も
着
実
に
行
っ
て
い
る
。

軍
改
革
に
よ
り
中
国
軍
は
、機
械
化
さ
れ
訓
練
を
積
ん
だ
部
隊
が
、

中
央
軍
委
主
席
の
命
令
の
下
、
一
体
化
し
た
統
合
作
戦
を
実
施
で
き

る
能
力
を
保
持
し
、
戦
争
準
備
を
整
え
て
い
る
段
階
ま
で
至
り
つ
つ

あ
る
。

一
方
、「
世
界
一
流
の
軍
隊
」、
即
ち
米
軍
に
は
未
だ
及
ば
な
い
こ

と
も
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
の
強
さ
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
に
次
に
何
を
す
べ
き
か
も
理
解
し
て
お
り
、
習
近
平
に
権

力
を
集
中
さ
せ
、
習
の
指
示
の
下
、
国
家
を
あ
げ
て
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
よ
う
迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
処
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
は
新
領
域
で
の
戦
力
強
化
を
重
視
し
、「
戦
え
る
」部
隊
の
情
報
化
・

知
能
化
を
推
進
し
、「
戦
っ
て
勝
て
る
」
能
力
を
付
与
し
て
い
く
で

あ
ろ
う
。

中
国
軍
は
既
に
僅
か
十
年
前
の
改
革
前
の
中
国
軍
で
は
な
い
。

我
々
は
こ
の
事
実
を
強
く
認
識
し
、
軍
改
革
後
の
中
国
軍
を
冷
静
に

評
価
し
、
こ
れ
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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